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1 は じ め に

将来的に産業動物臨床獣医師数

の不足が予想される中，大学にお

ける産業動物獣医師の養成と輩出

は，政策的にも重要なニーズとな

っている．しかしBSE発生以来，

わが国の獣医学教育では大動物，

とくに牛を教育材料として用いる

ことが困難となり，小動物を中心とした教育内容に偏向

している．このような状況の中，帯広畜産大学では大学

周辺に35万頭以上の牛馬が飼育されるという地域特性，

また獣医畜産系単科大学であり関連科学の専門家が豊富

という大学の特徴を生かして，積極的に産業動物獣医師

の養成に取り組むことを最大の使命のひとつと位置づけ

ている．

本学では獣医畜産融合教育を目指し，平成20年度か

ら従来の獣医学科と畜産学科を7つの研究部門に再編し

た．教員はいずれかの研究部門に必ず所属しており，獣

医学教育は各研究部門に所属する獣医学関係教員が「獣

医学ユニット」において授業・実習を行う形をとってい

る．臨床獣医学の教育を担当するのは臨床獣医学研究部

門の教員が中心であるが，本部門には平成21年4月現

在で12名が所属しており，その大部分が産業動物の診

療・教育・研究に何らかの形で係わっている．また他の

研究部門教員も一部臨床獣医学教育に協力しており，多

角的な獣医学教育を比較的多くの教員で行っているのが

特徴である．

2 帯広畜産大学の臨床獣医学教育カリキュラム

臨床獣医学教育カリキュラムは4～5年次の臨床獣医

学（獣医内科学：講義6単位・実習2単位，獣医外科

学：講義6単位・実習2単位，臨床繁殖学：講義4単

位・実習2単位，獣医放射線学：講義2単位・実習1単

位，臨床病理学：講義2単位・実習1単位）の講義・実

習及び5～6年時の総合臨床学講義・実習に分かれる

が，いずれも必修である．大学が畜産地帯に立地するこ

とから，臨床コア科目の授業において生きた産業動物病

畜を教材にすることが可能であり，たとえば内科実習で

は大学に搬入された実際の病畜を用いて，内科学の真髄

ともいえる鑑別診断の考え方や症状からのアプローチ法

などの実習を行っている．

3 総合臨床学—講義及び実習

（1）本学の臨床獣医学教育の中でも，とくに特徴的な

ものは総合臨床学講義及び実習である．この総合臨床学

実習は獣医学課程高学年学生（5～6年生）を対象とし

た必須科目で，講義6単位「総合臨床学蠢～蠱」・実習

3単位「総合臨床学実習蠢～蠱」の合計9単位分開講さ

れている．産業動物に関する講義と実習は5年前期・後

期（蠢及び蠡）に実施されるが，具体的には，産業動物

獣医学に関する講義とともに，①基礎臨床実習，②巡回

臨床実習，③学外診療実習，④病畜診断実習から構成さ

れている．

ア 基礎臨床実習では，臨床基礎技術実習として，学内

にある畜産フィールド科学センター（農場）におい

て，牛の視診，望診，聴診，導尿，採血，乳汁採取・

乳房炎検査，血液検査，尿検査，臨床繁殖検査，画像

診断（X線検査，CT検査），代謝プロファイルテスト

などの基本的な技術を復習確認するとともに，牛の削

蹄法を実習する．

イ 巡回臨床実習では，指導教員の下，学外の一般畜産

農家において，一般診療及び繁殖検診を実習する．基

礎臨床実習終了後ということで，学生は各班5～6名

の少人数に分かれて実習に参加し，実際の産業動物の

診療の流れや繁殖検診を体験する．

ウ　学外臨床実習は，1～2名の学生がひとつの診療所

に月から金曜日まで滞在し，臨床指導教授（十勝

NOSAI獣医師を臨床指導教授として大学が任用）の

もとに一般農家の家畜の診療の実際を実習するもので

ある．これは一種のインターンシップであり，学生は

獣医師の職場のひとつとして家畜生産現場を体験する

ことができる．また臨床獣医師の往診に随行すること

で，農家とのコミュニケーション能力の重要性を認識

し，さらに実社会において必要な，あるいは求められ
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ている知識技能とはどのようなものかについて自主的

に気付くことが可能となる．さらに学外での実践的経

験は学内における講義と実習に対するモチベーション

を上げるためにも重要な役割を担っている．

エ 病畜診断実習は，難診断病畜として大学に搬入譲渡

された生きた病畜を材料に，徹底的な身体検査を中心

に，特殊検査と病理解剖検査により病態を把握するも

のである（図1）．学生は各班10名程度に分かれて実

習に参加する．本学では学内でのBSE検査体制が整

備されているため， 24カ月齢以上の病畜であっても，

最終的にBSE検査後，病理解剖を実施することが可

能である（図2）．この特徴を利用して，学生に「触ら

せる」，「考えさせる」ことを通じて，自主性と積極的

な学習態度を導き出し，また診断から病理解剖までの

時間を短縮することで理解度や教育効果を高めてい

る．

（2）とくに現在の獣医学教育においては，多くの大学

で小動物を対象とした臨床獣医学教育が行われている

が，獣医師でない学生が飼い主の家族の一員として飼育

される小動物病畜に触れ，処置を行うことは獣医師法上

困難である．この点，大学に搬入・譲渡された大動物を

用いた実習では，納得いくまで身体検査を行い，病態を

自ら考えたることが可能であり，学生の自主性を十分に

引出すことができている．

なお，学外診療実習及び病畜診断実習の終了後には症

例検討会を開催し，症例のとりまとめ方と症例報告の実

際を学生に経験させ，卒業後どのような分野に進んでも

必要となるプレゼンテーション能力とコミュニケーショ

ン能力の向上を図っている（図3）．学生は自主的なとり

まとめと討論，質疑応答に耐えるために周辺情報の検索

を十分行ったうえで発表しており，その一部については

学会などにおいて発表するまでになっている．

これらの実習により総合的な臨床獣医学の考え方と技

術を体得させ，学生の自発的な問題解決能力とコミュニ

ケーション能力を涵養することで，食の安全・安心の確

立のために活躍する産業動物臨床獣医師を育成すること

を目指している．なお，本学の産業動物総合臨床学―講

義及び実習は，文部科学省平成20年度の「質の高い大

学教育推進プログラム」に「大動物総合臨床獣医学教育

プログラム」として採択された．将来的にはサポーティ

ングスタッフの増員や，他大学の学生に対する産業動物

臨床獣医学実習プログラムの開発などにより，大動物臨

床獣医学教育拠点形成を目指したいと考えている．

図1 病畜診断実習―大学に搬入譲渡された

生きた病畜を材料に，徹底的な身体検査

を中心に，特殊検査と病理解剖検査によ

り病態を把握する．

図2 病畜の病理解剖後の討論―学内でBSE検査体制が整
備されているため，24カ月齢以上の病畜であっても，

最終的にBSE検査後，病理解剖が実施である．

図3 学外診療実習および病畜診断実習の終了後には症例

検討会を開催し，症例のとりまとめ方と症例報告の実

際を学生に経験させる．
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4 課　　　　　題

産業動物を志す学生を増やすためには，学生に産業動

物診療に興味を持たせることが重要なポイントと考えら

れる．本学では初年時の「全学農畜産実習」により農

学・畜産学の実際を経験するとともに，「入門獣医学実

習」により獣医学教育への興味を持たせ，また2～4年

次の基礎・応用獣医学の授業においてもできるだけ大動

物を材料として用いるように努力している．しかしどの

ように動機付けを行うか，とくに低学年時に，いかに産

業動物臨床に興味を持ってもらうかについては今後も改

善工夫の余地があると思われる．

本学周辺の地域の特徴を考慮すると，本学の臨床は今

後も産業動物を志向する必要があり，スタッフの増員な

ど人的側面も含めて産業動物臨床獣医学教育プログラム

をいかに充実させるかが課題である．さらに将来的に他

大学，とくに都市部の大学とどのように連携してプログ

ラムを普及させるかも重要な課題であると思われる．
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